
わが国の食文化研究の第一人者である文化人類学者の石毛直道による
と，食文化は「農学，栄養学，生理学，歴史学，民俗学のほかに，世界の
食文化の比較には民族学や文明論，食事空間について述べるとすると建
築学，調理道具や食器については道具論，盛りつけに関する事柄には美
学，食の情景描写に関しては文学，食品の価値や外食については経済学
や社会学…といったふうに，おおくの分野を網羅する」（石毛，2015：p.13）概

念である．つまり，人間の生活の中での基礎的な営みとしての食は，おの
おのがおかれた多様な環境下でそれに適した文化を形成するものであり，
わが国では，和食という独自の食文化が形成された。

「和食；日本の伝統的な食文化」は2013年12月にユネスコ無形文化遺産に

も登録され，①多様で新鮮な食材とその持ち味の尊重，②栄養バランスに
優れた健康的な食生活，③自然の美しさや季節の移ろいの表現，④年中
行事との密接な関わり，が特徴とされる（農林水産省HP）。

■多様な意味を持つ「食文化」と今後のポイント

資料：日本農業経済学会編『農業経済学事典』「食文化と食育」（上岡美保）より引用

ガストロノミーの視点を踏まえた
地域が躍動する社会づくりやそれを担う人材育成の必要性

ガストロノミー：健康的生活と食を通じた喜びを分かち合うための知識、体験、芸術、クラフトを統合した概念（霧島ガストロノミー推進協議会）



■SDGｓと私たちの行動
買い物行動を見直す
賞味期限・消費期限をチェックする
ドギーバッグ（mottECOモッテコ）を利用
調理技術を習得する
余剰食品をフードバンクに寄付する
フェアトレード商品を購入する
農福連携商品を購入する

学校教育の充実
地域の交流
異業種の交流
食育の推進 など

食品ロスを削減

一人ひとりの小さな行動が相互に関連してSDGsに繋がっている
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資料：農林水産省HPより転載
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■食育推進のためのピクトグラム

SDGsを食を中心とした身近な課題に落とし込んだ食育ピクトグラム

SDGsについて考える場

合には、まず、自分の身
の回りのことから、何
が、どうして大切なのか
を振り返ってみる。

そしてそれが地域や国や
世界にどう繋がっていく
のかを考えてみることが
大切。

食育ピクトグラムを活用
してください！



ＪＡ全中が「国消国産」の日を宣言

■ 10月16日は世界食料デー／「国消国産」の日

※「世界食料デー（10月16日）」は、1981年に世界の食料問題を考える日として国連食糧農業機関（FAO）
の創設を記念し、世界各国が食料問題を考える日として、国連が制定した記念日。

資料：JA全中

「国民が必要とし消費する食料は、できるだけその国で生産する」



資料：農林水産省

■国消国産で農林水産業を維持！

農業・農村が発揮する多面的な機能

◇地産（国産）がなければ地消（国消）できない!!

農林水産業・農山漁村の維持は、食の豊かさだけでなく、地球温暖化の緩和、生
物多様性・防災機能などの地域の環境、伝統文化、コミュニティの維持を意味す
る。

これらの機能が失われることによる国民の損失は多大である。
農林水産物・食品の価値を正当に評価することが重要。

地域の農林水産業の維持がSDGs貢献への基本
求められる食と農の理解と体験



■食農教育は究極のアクティブラーニング

資料：農林水産省『「食育」ってどんないいことがあるの？Part2』より転載

◇農林漁業体験のエビデンス

食農教育で心身共に健康な次世代を育てる食育・食農教育でエシカル消費ができる次世代を育てる



◇第3次食育推進基本計画の重点課題（2016～2020年度）

食育の環と
５つの
重点課題

コンセプト：実践の環を広げよう

重点
課題
１

若い世代を中心とした
食育の推進

重点
課題
２

多様な暮らしに対応した
食育の推進

健康寿命の延伸に
つながる食育の推進

重点
課題
３

重点
課題
４

食の循環や環境を
意識した食育の推進

重点
課題
５

食文化の継承に向け
た食育の推進

重点
課題
４

さらにこれに付随した２１の具体的目標項目が設定

Ⅳ食育（基本法）のこれまでとこれからの食育



■第3次食育の推進に当たっての目標値と現状値

目標達成が7項目、目標作成時より改善が6項目、目標作成時より悪化が
8項目と食育の効果をもたらすことの難しさと継続の重要性が浮き彫りに
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歩みを止めないことが重要


